
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
は
で

き
ま
せ
ん

▼
国
民
健
康
保
険
税
の
計
算
方
法

　

国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯
単
位
で

計
算
さ
れ
ま
す
。
課
税
額
は
、
�
所

得
割
額
�
資
産
割
額
�
均
等
割
額
�

平
等
割
額
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
（
右

表
参
照
）。　

歳
未
満
・　

歳
以
上
の

４０

６５

方
は「
医
療
保
険
分
」の
み
、　

歳
以

４０

上　

歳
未
満
（
介
護
保
険
第
２
号
被

６５
保
険
者
）の
方
は「
医
療
保
険
分
と
介

護
保
険
分
」の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

※
平
成　

年
度
の
課
税
に
限
り
、
平

１８

成　

年
１
月
１
日
時
点
で　

歳
以
上

１７

６５

の
年
金
受
給
者
に
は　

万
円
の
公
的

１３

年
金
の
特
別
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す

﹇
問
合
せ
先
﹈
保
険
年
金
課
保
険
税

係■
「
国
民
健
康
保
険
」・「
老
人
保
健
」

の
食
事
療
養
に
係
る
標
準
負
担
額
等

が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

医
療
機
関
に
入
院
し
た
場
合
の
食

事
療
養
に
係
る
費
用（
食
事
代
）の
算

定
方
法
が
、
１
日
単
位
か
ら
１
食
単

位
に
見
直
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
食

事
療
養
を
受
け
る
際
の
被
保
険
者
等

が
負
担
す
べ
き
標
準
負
担
額
（
入
院

時
の
食
事
代
）

は
、
４
月
１
日

か
ら
上
表
の
と

お
り
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

﹇
問
合
せ
先
﹈

国
民
健
康
保
険

に
つ
い
て
は
保

険
年
金
課
給
付

係
、
老
人
保
健

法
医
療
受
給
者

証
に
つ
い
て

は
、
高
齢
福
祉

課
医
療
係

 
■
４
月
下
旬
か
ら
援
農
制
度
を
開
始

　

高
齢
等
で
営
農
が
困
難
な
農
家
に

対
し
、
市
の
「
農
の
学
校
」
で
１
年

間
の
講
義
と
実
習
を
受
講
し
、
修
了

さ
れ
た
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

す
る
制
度
を
始
め
ま
す（
無
料
）。
希

望
す
る
農
家
と
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
調
整
は
Ｊ
Ａ
東
京
み
な
み
が
行

い
ま
す
。

﹇
問
合
せ
先
﹈
産
業
振
興
課
農
産
係

■
「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」
に

伴
う
測
量
等
を
実
施

﹇
期
間
﹈
８
月
ま
で
﹇
対
象
﹈
日
野

市
全
域
﹇
内
容
﹈
現
地
の
踏
査
、
街

区
の
角
等
を
測
量
※
作
業
員
は
腕
章

及
び
身
分
証
明
書
を
携
帯
﹇
問
合
せ

先
﹈
都
市
再
生
機
構
東
日
本
支
社
都

市
再
生
企
画
部
（
�　

・
５
３
２
３

０３

・
２
４
３
８
）

■
中
小
企
業
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
〜

「
若
年
者
雇
用
奨
励
金
」
を
交
付

　

若
年
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
促
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

﹇
対
象
﹈
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
�
中
小
企
業
基
本
法
第
２
条
に
該

当
す
る
事
業
者
で
、
市
内
に
本
店
ま

た
は
主
た
る
事
業
所
を
有
し
継
続
し

て
事
業
を
営
ん
で
い
る
�
国
の
「
ト

ラ
イ
ア
ル
雇
用
」
制
度
を
利
用
し
て

市
内
に
住
所
を
有
す
る
若
年
者
を
３

カ
月
間
試
行
雇
用
し
、
終
了
後
引
き

続
き
常
用
雇
用
者
と
し
て
３
カ
月
以

上
雇
用
し
て
い
る
﹇
交
付
金
﹈
対
象

若
年
者
１
人
に
つ
き
、　

万
円
・
１

１０

回
を
限
度
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

﹇
問
合
せ
先
﹈
産
業
振
興
課

■
日
野
市
の
保
養
所
に
宿
泊
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

▼
乗
鞍
高
原
日
野
山
荘

　

一
ノ
瀬
園
地
や
上
高
地
で
の
散

策
、
白
骨
温
泉
や
乗
鞍
の
温
泉
、
飛

騨
高
山
の
古
き
良
き
町
並
み
を
観
光

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
八
ヶ
岳
高
原
大
成
荘

　

美
し
森
や
天
女
山
の
自
然
散
策
、

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
で
の
買
い
物
や
、
お

子
さ
ん
連
れ
に
は
牧
場
で
過
ご
す
な

ど
色
々
な
コ
ー
ス
が
楽
し
め
ま
す
。

▼
申
込
み

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
は
宿
泊
日

の
３
カ
月
前
、
市
内
在
学
・
市
外
の

方
は
２
カ
月
前
か
ら
電
話
で
。詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
夏
休
み
期
間
受
付
は
４
月　

日
�

１８

必
着
で
す
。
詳
細
は
広
報
４
月
１
日

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

﹇
問
合
せ
先
﹈日
野
市
企
業
公
社（
�

　

・
２
１
１
１
月
曜
〜
金
曜
日
午
前

５８５９
時
〜
午
後
５
時
）

■
水
道
業
務
の
一
部
を
民
間
委
託
化

　

効
率
的
な
行
財
政
の
運
営
を
目
指

し
て
、
４
月
１
日
か
ら
水
道
業
務
の

一
部
を
民
間
委
託
し
ま
し
た
。な
お
、

業
務
内
容
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

﹇
委
託
業
務
・
委
託
先
﹈
�
料
金
関

係
（
使
用
開
始
・
中
止
、
口
座
申
込
、

徴
収
整
理
業
務
等
）
…
�
宅
配
�
給

水
工
事
関
係
（
給
水
装
置
の
申
請
受

付
・
設
計
審
査
、
給
水
管
工
事
検
査

・
完
成
検
査
等
）
…
東
京
水
道
サ
ー

ビ
ス
�
﹇
問
合
せ
先
﹈
水
道
課
（
�

　

・
０
２
７
６
）

５８１■
日
野
市
子
ど
も
会
育
成
補
助
金
を

交
付
し
ま
す

﹇
対
象
﹈原
則
１
年
以
上
活
動
し
て
い

る
地
区
子
ど
も
会﹇
申
請
方
法
﹈４
月

　

日
�
（
今
年
度
か
ら
補
助
を
申
請

２６す
る
団
体
は
５
月
８
日
�
）
ま
で
に

所
定
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
昨
年
度
の
実
績
報
告
書
を
添

付
し
て
、
市
役
所
２
階
子
育
て
課
へ

 
■
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書

を
変
更
〜
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
納
入
で
き
ま
す

　

平
成　

年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

１８

の
納
税
通
知
書
を
７
月
に
世
帯
主
あ

て
に
お
送
り
し
ま
す
。
昨
年
度
ま
で

は
納
税
通
知
書
と
納
付
書
が
一
体
と

な
っ
た
冊
子
型
で
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
が
で
き
る
よ
う
、
納
税
通
知
書

を
１
枚
、
全
納
分
を
含
め
て
納
付
書

　

枚
を
そ
れ
ぞ
れ
単
票
に
変
更
し
ま

１０す
。
納
付
書
は
期
別
ご
と
順
番
に
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。
支
払
う
分
の
納

付
書
の
み
を
納
付
場
所
の
窓
口
へ
お

出
し
く
だ
さ
い
。

※　

万
円
を
超
え
る
納
付
書
は
コ
ン

３０
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日
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、「
地
域
は
大

き
な
家
族
」を
合
言
葉
に
平
成　

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
で
、

１３

援
助
を
受
け
た
い
方
と
、
援
助
を
出
来
る
方
が
相
互
に
助
け
合

う
、
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
子
育
て
・
家
事
・
高
齢

者
・
妊
産
婦
の
４
分
野
で
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
＝
男
女
平
等
課
（
�　

・
２
７
３
３
）、
日
野
市
フ
ァ

５８４

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
�　

・
７
６
１
６
）

５８９

支
援
活
動
内
容

▼
子
育
て
支
援
活
動
（
生
後
６
カ
月

〜　

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
対
象
）

１０

　

お
子
さ
ん
の
保
育
園
・
習
い
ご
と

な
ど
の
送
迎
、
保
護
者
会
時
の
お
子

さ
ん
の
保
育
、
保
護
者
の
体
調
が
悪

い
時
の
お
子
さ
ん
の
保
育
、
就
職
活

動
や
研
修
時
の
お
子
さ
ん
の
保
育
な

ど
。

▼
家
事
支
援
活
動

　

体
調
が
悪
い
と
き
な
ど
の
家
事
の

手
助
け
や
引
っ
越
し
の
簡
単
な
お
手

伝
い
な
ど
。

▼
高
齢
者
支
援
活
動

　

通
院
や
買
い
物
の
付
き
添
い
、
掃

除
や
食
事
作
り
の
手
助
け
な
ど
。

▼
妊
産
婦
支
援
活
動

　

産
前
・
産
後
の
家
事
の
手
助
け
や

新
生
児
の 
沐  
浴 
の
手
助
け
な
ど
。

も
く 
よ
く

ま
ず
は
会
員
登
録
を

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
の
支
援
を
受
け
た
い
方
（
依
頼

会
員
）、
援
助
を
出
来
る
方
（
提
供
会

員
）と
も
に
会
員
登
録
が
必
要
で
す
。

入
会
金
、年
会
費
な
ど
は
無
料
で
す
。

▼
子
育
て
支
援
の
提
供
会
員
対
象
に

講
習
が
あ
り
ま
す

　

大
切
な
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す

る
こ
の
活
動
は
、
事
前
に
所
定
の
講

習
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
講
習

会
は
年
３
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
全
講
習
会（
左
表
参
照
）の
う

ち
、
８
講
座
の
受
講
で
活
動
の
資
格

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。男
性
受

講
者
も
歓
迎
で
す
。

▼
提
供
会
員
へ
の
報
酬
（
謝
礼
金
）

　

報
酬
（
謝
礼
金
）
は
、
活
動
終
了

後
に
「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を

込
め
て
「
依
頼
会
員
」
か
ら
「
提
供

会
員
」
に
直
接
支
払
い
ま
す
。

　

利
用
料
金
…
月
曜
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）
は
時
給　

円
、
そ
れ
以

８５０

外
の
時
間
は
１
千　

円
１００

▽
新
乗
降
場
＝
「
平
山
苑

西
」、「
平
山
苑
東
」（
平
山

苑
住
宅
地
内
）、「
豊
田
一

丁
目
」（
ス
ー
パ
ー
付
近
）

※
地
図
参
照
。
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

市
役
所
１
階
市
民
相
談
窓

口
、
３
階
都
市
計
画
課
、

七
生
支
所
、
豊
田
駅
連
絡

所
で
配
布
し
て
い
る
案
内

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▽
問
合
せ
先
＝
都
市
計
画

課

発 車 時 刻行き先新乗降場

１６：１２１４：５９１３：５４１１：２８１０：２３９：１２８：０１市立病院平 山 苑 東

１６：３１１５：１８１４：１３１１：４７１０：４２９：３７８：２６市立病院豊田一丁目

１６：５５１５：５０１４：３７１３：３２１１：０６１０：０１８：５０平山苑上豊田一丁目

１７：１４１６：０９１４：５６１３：５１１１：２５１０：２０９：０９平山苑上平 山 苑 西
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４
月
３
日
か
ら
平
山
苑
住
宅
地
か
ら
平
山
城
址
公
園

駅
、
豊
田
駅
、
市
役
所
を
経
由
し
、
市
立
病
院
ま
で
の
間

を
往
復
す
る
平
山
ル
ー
ト
に
乗
降
場
を
新
た
に
設
置
し
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
が
で
き
ま
し
た

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
が
で
き
ま
し
た

計
画
の
基
本
理
念

　

と
も
に
楽
し
み
、
と
も
に
支
え
合

い
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現

制
度
の
見
直
し

　

介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
４
月
か

ら
介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
し

た
。

▼
介
護
予
防
事
業
の
充
実

　

日
野
市
に
は
、
要
介
護
４
・
５
の

重
度
の
方
が
１
千
人
以
上
い
て
毎
日

手
厚
い
介
護
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
一
方
で
、
介
護
度
が
比
較

的
軽
い
方
は
、
介
護
度
を
そ
れ
以
上

悪
化
さ
せ
な
い
よ
う
日
常
的
な
健
康

管
理
や
予
防
対
策
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
中
で
、
要
支
援

の
認
定
を
受
け
た
方
に
対
し
て
「
予

防
給
付
」
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
認
定
ま
で
至
ら
な
い
方

も
地
域
支
援
事
業
の
中
の
「
介
護
予

防
」
事
業
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
（
表
１
）。

　

こ
れ
ら
の
相
談
は
す
べ
て
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
予
防
給
付
」
の
開
始
を
受

け
て
４
月
か
ら
介
護
認
定
区
分
が
一

部
変
更
に
な
り
ま
し
た
（
表
２
）。

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
、
保
健
師
、

社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
の
専
門
職
が
配
置
さ
れ
、「
予
防

給
付
」・「
介
護
予
防
」
事
業
に
関
す

る
相
談
か
ら
プ
ラ
ン
作
り
を
行
う
介

護
予
防
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
に
関
す
る
総
合
相
談
窓

口
と
し
て
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
、
地
域
住
民
の
方
の
生

活
を
支
え
て
い
き
ま
す
（
表
３
）。

▼
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

　
「
地
域
」が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
基
本

と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
事
業

計
画
に
お
い
て
も
４
カ
所
の
「
日
常

生
活
圏
域
」
を
設
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
身
近

な
地
域
で
展
開
さ
せ
る
手
掛
か
り
と

す
る
も
の
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
も
こ
の
地
域
の
圏
域
ご
と
に
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
圏
域
で
、
ひ
と
り
暮

ら
し
や
認
知
症
高
齢
者
が
、
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
で
す
。
今

後
３
年
間
の
中
で
「
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
」、「
夜
間
対
応
型
訪
問

介
護
」
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

順
次
立
ち
上
げ
、
既
存
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
や
通
所
介
護
（
認
知
症
対
応

型
）
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
で
高
齢
者

を
支
え
る
拠
点
と
し
ま
す
。

保
険
料
負
担
額
の
見
直
し

　

介
護
保
険
の
運
営
に
か
か
る
費
用

の
う
ち
、
本
人
の
１
割
負
担
を
除
く

と
、
保
険
料
と
公
費
（
税
金
）
で
２

分
の
１
ず
つ
賄
い
ま
す
。
平
成　

年
１８

度
か
ら
の
保
険
料
額
を
計
算
す
る
に

は
、
高
齢
者
の
数
や
過
去
の
実
績
を

検
証
し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
供
給
量
お

よ
び
給
付
費
を
推
計
し
、
基
準
額
を

設
定
し
ま
す
。
今
後
３
年
間
で
高
齢

化
が
進
み
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
、
施
設
給
付
費
等
の
増
加
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
給
付
費
に
か
か
る
費
用

は
３
年
間
の
総
計
で　

億
円
と
想
定

２４８

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
過
去
３
年
間

（
平
成　

〜　

年
度
）
と
比
べ
て
も

１５

１７

　

億
円
近
く
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

５０の
金
額
を
基
準
に　

歳
以
上
の
方
に

６５

負
担
い
た
だ
く
保
険
料
を
計
算
し
、

基
準
額
４
千　

円
（
月
額
）
を
設
定

４２０

し
ま
し
た
（
表
４
）。

　

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
方

々
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

安
定
し
た
制
度
運
営
の
た
め
に
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

低
所
得
者
対
策

▼
保
険
料
減
免
等

　

保
険
料
額
の
改
定
に
併
せ
、
保
険

料
の
減
免
制
度
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

▼
利
用
者
負
担
の
軽
減

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
も
低
所
得

１８

者
に
対
す
る
利
用
料
負
担
の
助
成
制

度
を
実
施
し
ま
す
。
減
免
・
助
成
に

関
し
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
後
の
制
度
の
運
営

▼
介
護
保
険
運
営
協
議
会

　

介
護
保
険
制
度
の
運
営
に
つ
い

て
、
市
民
や
関
係
者
か
ら
常
に
意
見

を
求
め
る「
介
護
保
険
運
営
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
す
。

▼
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

　

介
護
給
付
費
の
請
求
が
適
正
に
行

わ
れ
る
よ
う
、
市
は
東
京
都
と
協
力

し
て
事
業
者
の
指
導
に
当
た
り
ま

す
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
作
り
や
給
付
が

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク

す
る
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

計
画
の
内
容
を
見
る
に
は

　

こ
の
計
画
は
、
市
役
所
２
階
高
齢

福
祉
課
、
七
生
支
所
、
豊
田
駅
連
絡

所
、
市
内
図
書
館
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他
制
度
の
変
更

　

住
宅
改
修
は
工
事
前
に
、
書
類
を

市
に
提
出
し
な
い
と
給
付
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
福
祉
用
具
購
入
は
都
道

府
県
が
指
定
す
る
事
業
者
の
み
が
販

売
で
き
ま
す
。

■
高
齢
者
誕
生
月
健
診
が
一
部
変
更

　

５
月
の
対
象
者
か
ら
、「
は
つ
ら

つ
チ
ェ
ッ
ク
票
」
が
加
わ
り
ま
す
。

ご
自
身
で
記
入
し
、
医
療
機
関
で
健

診
を
受
け
る
時
に
、
ほ
か
の
書
類
と

と
も
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
基
本

検
診
結
果
と
あ
わ
せ
「
介
護
予
防
」

の
必
要
性
を
判
断
す
る
材
料
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
誕
生
月
が
来
る
前
に

健
診
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

﹇
問
合
せ
先
﹈
健
康
課

■
日
野
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
の

市
民
委
員
募
集

　

市
で
は
、
第
３
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
適
正
な
運
営
の
た
め
協
議
会

を
設
置
し
、
そ
の
市
民
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

﹇
任
期
﹈５
月
〜
平
成　

年
３
月﹇
内

２１

容
﹈
事
業
計
画
の
進
捗
状
況
、
課
題

等
を
整
理
し
確
実
な
計
画
遂
行
を
図

る
※
謝
礼
あ
り
﹇
対
象
﹈
市
内
在
住

者
﹇
定
員
﹈
３
人
﹇
申
込
み
﹈
４
月

　

日
�
（
必
着
）
ま
で
に
封
書
で
。

２８

作
文
「
介
護
保
険
制
度
に
対
す
る
意

見
」（　

字
以
内
）、
住
所
、
氏
名

８００

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
〒　

�
８
６
８
６

１９１

日
野
市
役
所
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険

係
へ

　

平
成　

〜　

年
度
ま
で
の
介
護
保
険
事
業
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
作
成

１８

２０

委
員
会
に
お
け
る
協
議
と
、
１
月
に
実
施
し
た
意
見
募
集
を
反
映
さ
せ
、
介
護

保
険
制
度
改
革
に
対
応
し
た
内
容
で
す
。
計
画
に
合
わ
せ
て
４
月
か
ら
介
護
保

険
制
度
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
＝
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係

（表１）

担当区域（日常生活圏域）在宅介護支援センター名称・住所

日野本町、神明、日野台１～３丁目、栄町、
新町

フラワー
�５８１－７６１１

せせらぎ

日野本町２－１０－２７
�５８９－３５６０

万願寺１～６丁目、上田、川辺堀之内、日野、
宮、石田（浅川北）、石田１～２丁目

多摩川苑
�５８２－１７０７

豊田、東豊田、多摩平１・２丁目、旭が丘２
・５・６丁目、富士町

豊田
�５８２－７６２３

すてっぷ

豊田３－４０－３
�５８２－７３６７

多摩平３～７丁目、大坂上、日野台４・５丁
目

あいりん
�５８６－９１４１

高幡、三沢（大字）、三沢１・３・４丁目、南
平（大字）、石田（浅川南）、程久保（モノレ
ール西側）、程久保１～８丁目、新井

高幡
�５９１－１２９４

もぐさ

落川１０７０
�５９９－０５３６ 百草、落川、程久保（モノレール東側）、三沢

２丁目
ふれんど
�５９９－０３０６

平山１・３・４丁目、南平１～９丁目
すずらん
�５９９－５５３１

いきいきタウン

東平山３－１－１
�５８５－７０７１

東平山、西平山、平山２・５・６丁目、旭が
丘１・３・４丁目

かわきた
�５８９－１７１０

※住民税非課税世帯については、申請が必要です

※低所得者�・�については、申請が必要です

標準負担額（入院時の食事代）

区　　　　分 改正後
（１食当たり）

改正前
（１日当たり）

２６０円７８０円一　　　　般

２１０円６５０円９０日までの入院住民税
非課税世帯 １６０円５００円９０日を超える入院

標準負担額（入院時の食事代）

区　　　　分 改正後
（１食当たり）

改正前
（１日当たり）

２６０円７８０円一　　　　般

２１０円６５０円９０日までの入院低所得者Ⅱ
（住民税非課税世帯） １６０円５００円９０日を超える入院

１００円３００円低所得者Ⅰ（住民税非課税世帯）

表１　老人保健法医療受給者及び国民健康保険高齢受給者

表２　７０歳未満の国民健康保険被保険者（老人保健法医療受給者を除く）

講　　師内　　容日　　　　時

市職員
日野市の子育て支援
について

１３：３０～１４：３０

６／２７�
ファミリー・サポート・
センターアドバイザー

相互援助活動につい
て

１４：３０～１５：３０

保育園長保育の心１３：３０～１５：００
６／２８�

保育園看護師子どもの世話１５：００～１６：３０

日野消防署職員

安全・事故「普通救命
講習・ＡＥＤ（自動対
外式助細動器）実習」
※１，４００円（資料代）

１３：００～１６：００７／４�

須賀康正氏（小児科医）子どもの発育と病気１３：３０～１５：３０７／６�

保育園長
子どもの育ち、扱いに
くい子どもへのかか
わり方

１３：３０～１５：３０７／１０�

提供会員私の提供会員活動９：００～９：３０

７／１１� 市職員子どもの世話９：３０～１１：００

ファミリー・サポート・
センターアドバイザー

まとめ・ワークショ
ップ

１１：００～１２：００

●保育講習プログラム

※会場は福祉支援センター。定員は３０人。６月２０日�までに申し込みを

年額保険料月額保険料保険料率基準月額所 得 区 分区　分
２６，５２０円
（１９，８００円）２，２１０円０．５

４，４２０円
（３，３００
円）

世帯全員が住民税非課税者で老齢福祉年金
受給者、生活保護受給者第１段階

２６，５２０円
（１９，８００円）２，２１０円０．５世帯全員が住民税非課税者で本人の課税年金

収入額と合計所得金額の合計がの８０万円以下第２段階

３９，７８０円
（２９，７００円）３，３１５円０．７５世帯全員が住民税非課税者で本人の課税年

金収額と合計所得金額の合計が８０万円超第３段階

５３，０４０円
（３９，６００円）４，４２０円１本人が住民税非課税者第４段階

６６，３００円
（４９，５００円）５，５２５円１．２５本人が住民税非課税者で合計所得金額が２００

万円未満第５段階

７９，５６０円
（５９，４００円）６，６３０円１．５本人が住民税課税者で合計所得金額が２００万

円以上第６段階

９２，８２０円
（５９，４００円）７，７３５円１．７５本人が住民税課税者で合計所得金額が５００万

円以上第７段階

１０６，０８０円
（５９，４００円）８，８４０円２本人が住民税課税者で合計所得金額が１，０００

万円以上第８段階

（表４）平成１８年度所得段階区分別保険料額

今
度
は
私
が
恩
返
し（　

歳
代
女
性
）

５０

　

長
女
を
出
産
し
た
と
き
、
洗
濯
、
食

事
作
り
、
上
の
子
の
相
手
と
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
長
女
は

今
、　

歳
。
今
度
は
私
が
恩
返
し
を
す

１５

る
番
と
、
手
助
け
を
す
る
側
に
回
っ
て

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
資
格
が
取
れ
ま

し
た

（　

歳
代
女
性
）

４０

　

３
人
の
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
、
い

つ
も
仕
事
へ
の
復
帰
を
考
え
て
き
ま
し

た
。
末
っ
子
が
１
歳
に
な
っ
た
頃
、
提

供
会
員
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ
き
、
仕

事
へ
の
準
備
と
し
て
週
２
回
、
簿
記
の

学
校
に
通
い
ま
し
た
。
末
っ
子
は
提
供

会
員
さ
ん
に
と
て
も
懐
い
て
、
私
が
迎

え
に
行
っ
て
も
帰
り
た
が
ら
な
い
く
ら

い
で
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
安
心
し
て

勉
強
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
、
無
事

に
資
格
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
の
代
わ
り
に
親
孝
行

（　

歳
代
女
性
）

６０

　

娘
の
私
も　

歳
代
と
な
り
、
歳
に
は

６０

勝
て
ず
、
私
に
代
わ
っ
て
提
供
会
員
さ

ん
に
高
齢
の
母
の
家
に
週
１
回
ほ
ど
家

事
支
援
に
入
っ
て
話
相
手
に
も
な
っ
て

い
た
だ
き
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま

す
。

※（ ）内は平成１５～１７年度の保険料
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（表２）

困困困困困困困困困困
っっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたた
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●国民健康保険税の計算方法（年間）

介護保険分＝①＋②(限度額７万円）医療保険分＝①＋②＋③＋④（限度額５３万円）

①所得割額：所得に応じて計算する額
　（前年度の総所得金額－基礎控除３３万
円）×０.８４/１００

①所得割額：所得に応じて計算する額
　（前年度の総所得金額－基礎控除３３万円）×５/１００

②資産割額：固定資産税額に応じて計算する額
　（本年度の固定資産税額）×１０/１００

②均等割額：世帯の該当者数に応じて計算
する額
　（該当者の人数）×８,５００円

③均等割額：世帯の加入者数に応じて計算する額
　（加入者の人数）×１５,６００円

④平等割額：１世帯に７,０００円が課されます

※平成１７年１月１日時点で６５歳以上の方には１３万円の公的年金の特別控除が適用

※税制改正の影響で保険料段階が変わる方は平成１８～１９年度に減額を実施します

（表３）日野市地域包括支援センター
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非該当
（自立）
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従来の
要介護５

従来の
要介護４

従来の
要介護３

従来の
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従来の
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従来の
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６段階の区分が７段階になります

日野市

●�

　第����号��平成��年（����年）�月��日特 集

次の世代に“美しいふるさと”を渡そう●�

第����号��平成��年（����年）�月��日　


